
Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

A17A001 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A002 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A003 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A004 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A005 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A006 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A007 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A008 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A009 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A010 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A011 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A012 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A013 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A014 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A015 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A016 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■ 准教授

A17A017 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A018 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A019 学部/工学研究科
システム生体工学
専攻

■■　■■

A17A020 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■ 教授

A17A021 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■ 教授

A17A022 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

動物実験教育訓練受講受付簿



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A17A023 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A024 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A025 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A026 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A027 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A028 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A029 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17A030 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A031 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17A032 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■ 教授

A17A033 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A034 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A035 学部/工学研究科
システム生体工学
専攻

■■　■■

A17A036 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A037 学部/工学研究科 環境生命工学専攻 ■■　■■

A17A038 学部/工学研究科
システム生体工学
専攻

■■　■■

A17A039 学部/工学研究科
システム生体工学
専攻

■■　■■

A17A040 学部/工学研究科
システム生体工学
専攻

■■　■■

A17A041 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A042 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17A043 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17B001 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A17B002 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17B003 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17B004 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17B005 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17B006 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17C001 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17C002 学部/工学研究科 生物工学専攻 ■■　■■

A17C003 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17D001 学部/工学研究科
日本大学文理学部
化学科

■■　■■ ■■研究室

A17E001 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E002 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E003 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E004 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E005 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E006 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E007 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■ 准教授

A17E008 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E009 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E010 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E011 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E012 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E013 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■



Ｎｏ， 学部/工学研究科 学科/専攻 氏名 役職 内線 備考

動物実験教育訓練受講受付簿

A17E014 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E015 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E016 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E017 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E018 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E019 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E020 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E021 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E022 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

A17E023 学部/工学研究科
システム生体工学
科

■■　■■

A17E024 学部/工学研究科 生物工学科 ■■　■■

講師：実験動物管理者　（生物工学科　教授）　■■　■■
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1

１．動物実験の実施に関係する手続き

２．動物実験関連施設の紹介

３．飼育施設の利用方法

４．飼育室の環境維持について

５．動物実験施設利用者の皆様へ

前橋工科大学における
動物実験の実施について

1
１．動物実験の実施に関係する手続き

① 動物実験委員会開催の講習会を受講する（全員）
→受講後、各自に受講番号が発行される

② 動物実験計画書を提出する（該当する教員）

③ 変更追加承認申請書等を提出する（該当する教員）

④ 実地訓練を受講する（全員）
→動物実験計画書の受理後、動物が納入されるまでに

⑤ 動物の導入（該当する教員）
→実験動物入舎・退舎数管理シートに記録する

⑥ 動物の使用・処分（学生→該当する教員）
→実験動物入舎・退舎数管理シートに記録する

⑦ 動物実験報告書を提出する（該当する教員）

2

3

教育訓練講習会

受講頻度：毎年1回の受講義務

受講対象者：
実験動物管理者（動物飼養保管施設に１名）本間知夫

動物実験責任者（実験計画の責任者）教員

動物実験実施者 教員、学生（大学院生、学部生等）

外部所属者（民間企業、大学等）

飼養者 教員、学生、非常勤職員、等
（実験動物管理者、動物実験実施者の下で飼養、保管に

従事するもの）

4① 動物実験委員会開催の講習会を受講する（全員）
→受講後、各自に受講番号が発行される

受講No. A18A00*

受講番号は各自に付与
され、1年間有効である

実験責任者に知らせる
（学生は受講記録を指
導教員の先生に渡す）

■■ ■■

■■■■

5② 動物実験計画承認申請書を提出する（該当する教員）

受講番号
①の講習会受講後
に発行される番号

6③ 変更追加承認申請書等を提出する（該当する教員）

記載例

変更追加のある部分を記載した
計画書を申請書と共に提出する

■■ ■■
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7
④ 実地訓練を受講する

受講対象

・新規動物実験実施者（教員・学生等）
・一度に全員の受講は無理なので、 ②が提出されて
いる研究室から順番に実施する

↓
実地訓練は、施設（飼育室・廃棄物保管庫）の利用
方法を実際にその場で学ぶものであるため、動物
実験計画書が未提出の段階で受講しても忘れて
しまう可能性が高い

↓
計画書が提出・受理・承認されてから、個別に該当者
の実地訓練を実施する

8

⑤ 動物の導入（該当する教員）

⑥ 動物の使用・処分（該当する教員・学生）
→ 今年度からは、実験動物入舎・退舎数管理シートに

教員自身が書き入れて管理する
これまでの入舎届・退舎届の提出は廃止

→ 学生が実験で動物を使用（飼育室から退舎）した時、
担当教員に報告する

２．動物実験関連施設の紹介

（１）場所：実験棟１ 3階 東側廊下奥

この奥

廊下の電灯のスイッチはここ（廊下 東）

9

730-4 ：廃棄物保管庫（死体、使った床敷等の保管）
732 ：動物飼育室２（マウス）
733 ：動物飼育室１（ラット、モルモットなど）
734表示なし：前室（流し、オートクレーブ）

（２）関連施設（部屋）の構成

732、733へは常時
施錠された扉から
前室を経由して入
室する前室

鍵付き扉

廊
下

動物管理区域

10

廊下奥（入口前）

前室入口

入室時着用
作業衣

上段：入室用サンダル
下段：自分の履き物

可燃用ゴミ箱
（マスクなど）

土足厳禁

動物管理区域 廃棄物
保管庫
入口

11 前室

ケージ洗浄用浸置槽

オートクレーブ 流し&洗浄用シャワー

ネズミ返し

前室電灯スイッチ

前室内部

オートクレーブ
ケージ洗浄用
浸置槽

流し&洗浄用シャワー

動物飼育室１扉

前室内部

12

不燃物
ゴミ箱
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前室 13

ケージ乾燥棚

ケージ乾燥棚

動物飼育室２（732）：マウス専用

飼育室2内部 作業台＆ケージ置き場

14

室内灯
点灯 6:00〜18:00
消灯 18:00〜 6:00

消灯時は左図の
ようにすると、差し

込んでいる間、室
内灯が点灯する

文具・電話・他

アイソラック

生物工学科

システム石川研

作業スペース

内線：７３２

フィルター
ユニット

■■
■■■

動物飼育室１（733）：ラット、モルモットなど

飼育室１内部

ケージ

15

室内灯：点灯 6:00〜18:00 消灯 18:00〜 6:00

1区画にラット
ケージが上下
3つずつ、計6
ケージ置ける

ラック

ラットケージ
等を置く

廃棄物保管庫（730-4）
16

フリーザー内部

感染性廃棄物用フリーザー
（大、正面奥）

動物死体用フリーザー
（小、右奥）

消耗品ストック

作業台

廃棄物保管庫（730-4）
17動物実験室として使用可能

作業台・
物置・
流し

ネズミ返し

・流しの上に板を置き、作業台として利用可
・板を退ければ流しとしても使用可だが、動

物がいる時は流しとしては使わないこと

消毒液（アマノール）
の缶及び分注した瓶
を保管

生物工学科
動物飼料

３．飼育施設の利用方法

（１）飼育室への入室

① 自分の履き物を脱ぎ、靴箱下段に入れる

＊注意＊
スノコ、青いマットは

土足厳禁（履き物で
乗らないこと）

② 靴箱上段の入室用サンダルを取り出す

＊注意＊

サンダルは青いマットに置かず、
赤いマットの上に置く

青いマットから先は動物管理区域

18
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③ 動物管理区域入退室記録簿に記帳する

記入事項
・月日、所属、氏名、学年、入室時間
・行き先は該当する部屋（前室/飼育室1/飼育室2）に○を付ける
→ 前室を通らないと各飼育室には行けないので、「前」には

必ず○を付けることになる
・複数人で入室する時も、1人ずつ

記入すること

前：前室 飼１：動物飼育室1 飼２：動物飼育室２

動物管理区域
入退室記録簿

年間の利用者数の累計を取ったり、
飼育室で何かあった時に入室者を
チェックしたり尋ねたりするため

19
④ 作業衣（白衣）を着た後、マスク、手袋、キャップを着用する

＊自分の着ていた上着や白衣は脱ぎ、作業衣掛けの横の
スペースに掛ける

作業衣（白衣）
（各種サイズ有り）

マスク

作業衣

手袋

マスク・手袋・キャップはカラーボックス
あるいはロッカー内に準備してある

20

マスク

キャップ

⑤ アルコール消毒を行った後、入室する

＊なお、動物管理区域内（廃棄物保管庫は除く）にものを持ち込む
場合、それらもアルコール消毒を行ってから持ち込む

・バケツ：実験動物を入れて実験室に運ぶ場合
・段ボール箱：実験動物が入ったケージを実験室に運ぶ場合

＊注意＊

アルコールの噴霧は
赤いマットの上で行う
（床が変色するため）

21
⑥ 入室したら、前室の鍵は閉める

＊動物管理区域は常時施錠された状態を維持するため

扉を閉めて（鍵：開） 施錠する 施錠

右に回す

⑦ 飼育室の鍵を開けて中へ入る

＊ネズミ返しをまたいで入ることになるので、足を引っかけないよう
に注意（特に手にモノを持っていて足下が見えない場合）

高さ 50cm

22

（２）飼育室からの退室

① 飼育室の鍵を掛けたことを確認した後、前室内で手袋をアルコ
ール消毒してから（あるいは流しで洗ってもOK）外し、「グローブ・
プラゴミ」のゴミ箱に捨てる

＊動物等を触ったグローブはそのまま捨てると感染性廃棄物と
なるが、消毒する（洗う）ことで一般廃棄物として捨てるため

（感染性廃棄物の量を減らすため）

＊手がキレイな状態で外に出る（扉ノブや作業衣を触る、等）

アルコール噴霧 手袋を外す

（内側を外に出す
ようひっくり返す）

ゴミ箱に捨てる消毒用アルコール

23 ② 前室から出て前室の鍵を閉めたことを確認した後、作業衣・
白衣を脱いで丁寧に元に戻す。マスク・キャップは廊下の
「可燃ゴミ」用のゴミ箱に捨てる。

＊もちろん、マスクを捨ててから作業衣・白衣の片付けをしても
構わない

＊飼育室内での作業によって作業衣・白衣を汚した時には、
そのまま戻すことはせず、■■（作業衣）or ■■（白衣）に
連絡すること

ゴミ箱に捨てる作業衣・白衣を元に戻す（片付ける）

24

＊マスク・手袋等の入った箱が空になって
棄てる時は、箱を小さくちぎってゴミ袋に
入れること



2018/10/23

5

③ 入室用サンダルを靴箱（上段）に戻し、動物管理区域入退室
記録簿に退出時間（行き先：前室、飼育室1、飼育室2）を記載
した後、自分の履き物を取り出す

サンダルは上段に戻す

＊注意＊
スノコ、青いマットの上は、サンダル、履き物で乗らないこと

④ 廊下の電気を点けた
場合は消灯すること

消灯（緑）点灯（赤）

25
４．飼育室の環境維持について 26

（１）当飼育施設は湿度を自動的にコントロールする機能が無い

→ 加湿器、除湿機を使って湿度管理を行っている

加湿器

水を追加

温湿度計

温度：24℃前後
湿度：50％前後

除湿機

水を捨てる気付いたら行う

27

（２）使用後の掃除について

・飼育室は共通スペース
・扱っているのは生き物、自分が使う動物がいる
・細かなゴミ（エサや床敷の微粉末）や埃は常に出ている
・飼育室2についてはアイソラックにエアーを送るために

ブロアーで吸引をしているので、外の汚れも入ってくる
・作業等を行った後に掃除をするのは当たり前

・常に利用者全員が意識して
（率先して）掃除等をすること
で、飼育室内の環境を清浄
に保つことが出来、それは動
物の状態にも影響する

・誰かがやるとは思わないこと

28

（３）ケージ洗浄＆オートクレーブ処理について

・動物の飼育で使用するケージ、フタ、洗瓶については、
使用後に洗浄して、オートクレーブにかける必要がある

・利用している研究室（教員・学生）が交代で、当番制で
この作業を実施する（2017年後期より）

＊2017年度の当番は以下の通りであった
■■研→■■研→■■研→■■研→ ■■研→ ■■研

＊2018年度については■■から指示する

・当番は「水曜から翌週火曜日まで」とする
・使用済みケージは流しで洗浄後、浸け置き槽に浸ける

→ ケージ洗浄＆オートクレーブは翌日以降に実施
・オートクレーブ終了後、乾燥棚でケージ等を乾燥させ、

乾燥確認後に所定の場所にしまう

＊他の研究室のケージを扱うので丁寧に！！！
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（３）連絡事項、注意事項、気付いたことについて

・入口横に設置したホワイトボード（大）
・オートクレーブに設置したホワイトボード（小）

誰でも自由に記入して下さい
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５．動物実験施設利用者の皆様へ

大きな動物飼育施設があるところでは、専任の教職員･飼育員が
いて、動物の状態チェックや飼育環境の維持（清掃･消毒･準備等）を
行っています。しかし本学のように限られた数の利用者・施設では、
飼育施設専任の人を雇うことは出来ないため、教員・学生に関係な
く、利用者一人一人が、自分が飼育している動物の状態、飼育環境
の維持に、常に注意を払わなければいけません。

委員長（ ■■先生）、実験動物管理者（ ■■ ）は、ほぼ毎日飼育
室に出入りし、飼育室内の状態には注意を払い、時には必要な作業
を行っています。しかし飼育室への出入りは限られており、また他の
研究室の動物に直接触れることは出来ませんから、結局、全利用者
の協力無しには飼育施設の環境維持は出来ないのです。

いい加減なことをすると、自分の動物はもちろん、他の研究室の動
物にも影響が出ます。扱っているものは単なる物では無く、感情を
持った生き物であることを決して忘れてはいけません。
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最近、アニマルライツ活動家が動物施設を見せてくれと訪問してい
るケースが報告されています。本学のような小さい所を訪問したとい
う報告はまだありませんが、本学は誰でも学内に入ることが出来るた
め、侵入されて何か攻撃をされれば、本学では動物実験が出来なく
なる可能性もあります。

一人一人が法令を遵守し、動物福祉の立場に立って、動物実験を
実施しなければいけないのです。施設の利用に慣れて、うっかりミス
（飼育室の施錠忘れ、動物の逃亡（搬入時、床敷交換時等））が起き
たら、それが命取りになります（動物実験禁止になる）。

何か不充分なことがあって注意する場合、ホワイトボードに書いた
り、指導教員を通じて知らせます。その際、入退室記録簿や廃棄物
記録簿をチェックして注意すべき人を絞ります。そして何か起これば
他の人でも起こる可能性があるということで、全員に注意喚起します。

いい加減なことが起こると、監視カメラを設置するなどの措置を執ら
ざるを得ない状況にもなります。


